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令和 7年度 第 1回矢吹町学校規模適正化検討委員会 議事要旨 

会議名：第 1回矢吹町学校規模適正化検討委員会 

日時 ：令和 7年 5月 19日（月）18:15～19:30 

場所 ：矢吹町役場 2階 大会議室 

参加者：委員 25名（会長含む）※委員全 30名 

 

 

【以下、議事要旨】 

 

（１）開会、教育長あいさつ 

教育長 皆様こんばんは。お忙しい時間帯にお集まりいただきありがとうござ

います。去る 3月 24日に植田会長より中間報告をいただきました。委

員の皆様に丁寧にご審議をいただきましたことを御礼申し上げます。

中間報告では、「町立小学校のあるべき姿」「町立小学校の一学級あた

りの児童数及び一学年あたりの学級数」「再配置の必要性」について報

告をいただきました。今後検討が必要となる事項として、「通学支援」

「地域との関わり」「スケジュール」が挙げられており、今後委員の皆

様に検討をいただくことになります。子どもたちは未来の社会の担い

手といわれておりますが、今を生きる社会の一員でもあり、社会を構成

する一員として、そして大切な町民でもあります。今を生きる子どもた

ちを見つめていただき、子どもの声に耳を傾けながら、子どもにとって

最善のものを与えられるようご検討いただきたい。これからお世話に

なりますがよろしくお願いいたします。 

 

（２）会長あいさつ 

会長 今年度もよろしくお願いいたします。矢吹町学校規模適正化検討委員

会は、2022年からスタートして今年で 4年目になった。継続している

委員の方もいれば、今年から新しく委員になった方もいます。昨年度の

中間報告では、小学校について今後どう考えていくのか中間報告とし

て示したところである。今後の施設の老朽化や少子化の進行から学校

の再配置が必要ではないかという結論にまで至った。今年度に関して

は、具体的に小学校をどうするのかの議論になる。皆様のご意見を賜れ

ればと思います。今年度もよろしくお願いいたします。 

 

（３）検討委員会について 
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事務局 （資料 2～3 に基づき、検討委員会の構成や傍聴手続き等について説

明） 

会長 質問等あるか。意見に関しては最後に受ける。 

委員 なし。 

 

（４）令和 6年度中間報告について 

事務局 （資料 4～6に基づき、令和 6年度中間報告について説明） 

会長 質問等あるか。 

委員 なし。 

 

（５）令和 7年度矢吹町学校規模適正化検討委員会のスケジュール（案）について 

事務局 （資料 7に基づき、今後の会議等スケジュールについて説明） 

会長 質問等あるか。 

会長 第 2 回、第 3 回で「条件整理」と挙げているが、再配置の仕方までは

決まっていない状況だが、どの段階・どの時期にやるのかという議論は

されなくていいのか。 

事務局 まずは候補地を決めたうえで、検討していきたいと考えている。 

会長 この件に関しては、後ほどご意見をいただければと思う。 

 

（６）令和 7年度の町立小学校の児童数及び学級数と将来推計について 

事務局 （資料 8 に基づき、町立小学校の児童数・学級数と将来推計結果につ

いて説明） 

会長 質問等あるか。 

委員 なし。 

 

（７）町立小学校の学校施設の状況について 

事務局 （資料 9に基づき、町立小学校の学校施設の状況について説明） 

会長 質問等あるか。 

委員 善郷小学校の借地についても説明し、理解を深める必要があるのでは。 

事務局 借地についても資料に示すようにする。 

 

（８）再配置による統合小学校の候補地について 

事務局 （資料 10に基づき、再配置による統合小学校の候補地について説明） 

会長 質問等あるか。 

委員 なし。 
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（９）想定される今後のスケジュールについて 

事務局 （資料 11に基づき、今後のスケジュールについて説明） 

会長 質問等あるか。 

委員 整備費の財源に関する資料があるといい。具体的な年度に焦点を合わ

せて試算してもらいたい。 

事務局 面積に対して 1 ㎡あたりの国の補助もある。国の補助については事業

費の 1/2 が補助の対象となり、町の起債として事業費を充てることは

可能であると認識している。総額となる事業費については、文科省の補

助だけでなく他のものがないか調べている。 

委員 検討委員会が先読みできるような資料として提示してもらいたい。面

積の試算をしたのであれば、それに伴う財源も提示してもらった方が

検討しやすい。段階的な統合の方法もあり得るのではないか。説明がで

きる範囲で財源についても触れてほしい。 

事務局 新しい小学校をつくるためには、設計を委託し、試算していくことにな

る。 

委員 文化センター裏の野球場は候補地にはどうか。 

事務局 面積としては計測したことがないが、充分な広さではあると思う。 

委員 野球やソフトボールは学校や泉崎村の総合運動公園を使ってもいいと

思う。検討委員会の中で議論していければと思う。 

事務局 次回、改めて提示する。 

 

（１０）ご意見・ご質問等 

会長 質問等あるか。 

委員 町立幼稚園の候補地として旧総合運動公園用地が決定しているが、近

隣住民からの了承は得ているのか。 

事務局 町立幼稚園の候補地に関しては、計画の中では決定しているが、近隣住

民の方へ説明会などは行っている。旧総合運動公園用地のゾーニング

については以前説明会を実施して理解をいただいていると認識してい

る。 

委員 これから幼稚園の統合が先だと思うがその費用も考えると、財源の整

理が必要である。小学校に関しては、段階的な統合を進めていくと財源

を抑えることができるのではないか。 

 

（１０）その他、閉会 
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事務局 次回の第 2回検討委員会は 6月 26日（木）18:15に矢吹町役場 2階大

会議室で実施する。委員の皆様には改めて通知を送る。 

会長 その他、質問等あるか。 

委員 なし。 

会長 本日の会議は終了とする。 

 

以上 


